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月のメニュー；J汽IらhマJニマ、 

第2次ふるさとカナタまちづくり 
ブロジェクトチーム発足 
焼却炉のご案内 

ハ、リフライト計画 

今月は何があるかな 

お知らせ 

むか～し むか～し 

あなたのための国民年金 

パノラマたがわ 

トピックス 

ニマ，マニマニマ、’、二ニマニマニマニマププ『 

(No. 270号） NOVEMBER 

金 田 町 

企 画 開 発 課 

0941(2 2) 0555 (代) 

0947(22)0782 

行

集

 

発

編

 TEL 
FAX 

「なんだい、ぼく」 
「園児とおじいちゃん・おばあちゃんとのふれあいの集い」 より） 

■まちづくりの合言葉（キーワード） 

二藻 （よろこびとやさしさ） 

ナー仲良し（ふれあいと協調） 

ダー大好き（ふるさと愛と自立） 

住みつづけたいまち カ ナ ダ 

住んでみたいまちKANADA 



活
力
と
や
さ
し
さ
 

今
 
大
き
く
 

ふ
み
だ
す
 

I 開発委員会 
~ 農業 商業などのビジョンづくりや~ 

.~Ij tcl)農紫轟鷲鷲慧策につい~ 
' ' 

~【委員長】 ~ 

！ 桑 野 裕 俊 （農業生産者） 

~【副委員長】 ~ 

】 大 井 政 和 （小学校PTA) 

~【委 員】 ~ 

【 江 口 三 郎 （畜産業） 

~ 市 丸 定 行 （農業生産者） 

i 森 種 重 （農業生産者） 

~ 古 屋 隆 司 （県改良普及所職員） 

I 矢 野 義 隆 （商工業者） 

！ 三 村 良 太 （商工業者） 

~ 永 富 久 三 （農業生産者） 

！ 藤 林 俊 文 （役場職員） 

会長 

松山 範昭さん 

プロジエクトチーム発足 ふるさと力ナタまちづくり 

大島町長 

こ
の
た
び
「
第
二
次
ふ
る
さ
と
力
ナ
 

ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
 

ム
」
の
発
足
に
あ
た
り
、
 

一
言
ご
挨
拶
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

平
成
元
年
十
一
月
に
「
活
力
あ
る
ふ
 

る
さ
と
振
興
協
議
会
」
に
、
金
田
町
の
 

あ
る
べ
き
姿
を
ぜ
ひ
調
べ
て
い
た
だ
き
 

た
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
一
一
年
数
 

か
月
に
わ
た
る
調
査
・
研
究
を
重
ね
、
藤
 

林
会
長
以
下
二
十
二
名
の
委
員
の
み
な
 

さ
ん
の
昼
夜
に
わ
た
る
大
変
な
議
論
を
 

"―ーつ 
ノ 、I ,，矢＝A ~ 
n メーニノ女貝云 

(J') Q 

経
て
、
立
派
な
「
地
域
づ
く
り
推
進
事
 

業
計
画
書
（
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
）
」
 

を
平
成
三
年
六
月
に
答
申
さ
れ
ま
し
 

た。 
こ
の
答
申
を
行
政
の
み
で
実
施
す
る
 

の
で
は
な
く
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
役
 

場
職
員
、
そ
し
て
大
学
や
県
な
ど
の
外
 

部
機
関
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
さ
ら
に
 

議
会
を
は
じ
め
と
す
る
全
町
民
の
さ
さ
 

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
官
民
一
体
と
 

な
つ
て
計
画
・
実
施
す
る
た
め
に
結
成
 

~ まちのイメー 
ジアソプ戦略の具体~ 

i 化やイベントの開催、情報発信、全体i 

！計画の調整などにあたります。 
' I 

【委員長】 

楠 木 慶 範 （設計事務所 
, 

~ 【副委員長】 ~ 

あ任】 森 野 和 彦 （役場職員） 

り務~ 【委 員】 ~ 

がを【 宇 野 等 （商工業者） 】 

と終~ 吉 田 光 蔵（中学校PTA) I 

2 るi 杉 江利子（中学校教諭） 】 

ぎ、I 原 朋美（小学校教諭） I 
い i 和 田 智 幸 （商工業者） i 

ま ！ 森 藤 百合子 （役場職員） 

し i 田 村 多美恵 （役場職員） 
た ！ 相 原 明 （役場職員） ! 

前会長 

藤林 俊信さん 

さ
れ
た
の
が
「
第
一
次
ふ
る
さ
と
 

力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
工
ク
 

ト
チ
ー
ム
」
で
す
。
チ
ー
ム
の
中
 

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
イ
 

メ
ー
ジ
委
員
会
そ
し
て
開
発
委
員
 

会
と
三
つ
の
専
門
部
会
に
分
か
 

れ
、
二
年
間
の
調
査
・
研
究
を
経
 

て
、
そ
し
て
計
画
書
づ
く
り
を
行
 

い
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
 

ま
す
「
ふ
れ
あ
い
塾
」
の
建
設
、
 

さ
ら
に
は
案
内
板
・
誘
導
板
・
学
習
 

板
な
ど
の
サ
イ
ン
計
画
、
近
日
開
催
さ
 

れ
ま
す
ふ
れ
あ
い
朝
市
、
日
王
山
整
備
 

計
画
事
業
な
ど
が
次
々
と
実
施
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

ま
た
、
今
ま
で
な
ん
の
資
料
も
な
か
 

っ
た
金
田
ま
ち
の
P
R
誌
が
イ
メ
ー
ジ
 

委
員
会
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
い
 

ま
「
金
田
町
」
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
 

ま
す
。
 

最
近
、
特
に
こ
こ
一
ニ
一
年
、
と
り
わ
 

け
こ
の
半
年
間
に
、
金
田
町
が
九
州
で
 

も
先
進
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
市
 

町
村
か
ら
の
先
進
地
視
察
の
問
合
わ
せ
 

が
企
画
開
発
課
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
あ
る
い
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
 

く
り
に
つ
い
て
の
講
演
依
頼
が
た
く
さ
 

ん
き
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
き
ま
し
て
 

て
も
新
し
い
文
化
を
つ
く
る
と
共
に
古
 

い
伝
統
文
化
を
再
発
見
し
て
い
こ
ー
っ
 

と
、
「
菜
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
」
「
ア
イ
ラ
 

ブ
カ
ナ
ダ
フ
エ
ス
タ
」
「
水
と
灯
火
の
 

~ 

~ 福岡県立大学教授 ~ 

l 豊 田 謙 二さん I 

I一 ー 一 ー ー ー ー ー 一 ー 一 ー ー」 

感動 
仲良し 

大好き 

「
住
み
つ
づ
け
た
い
町
、
住
ん
で
み
た
い
 

ま
ち
」
そ
ん
な
新
し
い
金
田
町
に
衣
替
え
 

す
る
に
は
何
処
を
ど
ー
つ
し
た
ら
良
い
の
か
、
 

何
を
成
す
べ
き
か
を
考
え
、
案
を
作
り
、
町
 

に
そ
の
実
施
を
促
す
「
第
一
次
ふ
る
さ
と
 

力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
ブ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
 

ム
」
が
発
足
し
て
も
ー
つ
二
年
が
経
過
し
、
ハ
 

官

民

一

体

と

な

っ

た

 

「
ま
ち
づ
く
り
」
 
に
 

ご

協

力

を

ノ

 

平
成
三
年
六
月
に
「
活
力
あ
る
ふ
る
さ
 

と
振
興
協
議
会
」
に
よ
り
「
金
田
町
地
域
づ
 

く
り
推
進
事
業
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
 

推
進
体
制
と
し
て
「
第
一
次
ふ
る
さ
と
力
 

ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
ブ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
」
 

が
結
成
さ
れ
二
年
間
経
過
し
ま
し
た
。
一
」
 

れ
ま
で
に
サ
イ
ン
計
画
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
 

ア
ッ
プ
事
業
、
ふ
れ
あ
い
塾
建
設
及
び
営
 

業
委
員
会
の
設
立
、
日
王
山
自
然
公
園
建
 

設
計
画
、
ふ
れ
あ
い
朝
市
運
営
委
員
会
設
 

‘〕 

~ 『ー’ー一’’一’“ー“’一’“ー一’’~ 

。 I

まちづくり委員会I 

】 河川利用構想、風景づくりなど、町】 

I 民、関係機関との連携を図りながら計~ 

i 画を具体化します。 

~

【委員長】 
i 吉 田 勝 蔵 （会社員） ~ 

！ 【副委員長】 

~ 若 林 良 明 （役場職員） ~ 

【 【委 員】 

~ 

~ 

i 
i 
~ 

タ
べ
」
「
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ふ
れ
あ
い
フ
 

ェ
ス
タ
」
な
ど
を
通
じ
て
定
期
的
に
金
 

田
町
の
大
き
な
P
R
が
な
さ
れ
る
よ
ー
つ
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
ー
つ
に
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
 

に
対
し
て
、
「
第
一
次
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
 

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
工
ク
ト
チ
ー
ム
」
 

の
み
な
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
 

と
共
に
、
第
二
次
の
み
な
さ
ま
に
は
大
 

変
な
ご
苦
労
と
ご
負
担
を
か
け
る
こ
と
 

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
 

願
い
致
し
ま
す
。
 

平
成
四
年
を
ま
ち
づ
く
り
元
年
と
し
 

て
、
今
年
は
二
年
目
で
す
。
ち
ょ
ー
つ
ど
 

一
番
き
つ
い
時
期
に
「
第
二
次
ふ
る
さ
 

と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

チ
ー
ム
」
が
発
足
す
る
訳
で
す
が
、
町
 

民
の
期
待
に
応
え
て
、
ぜ
ひ
一
日
も
は
 

や
く
、
金
田
町
が
下
田
川
の
中
核
と
称
 

さ
れ
る
よ
ー
つ
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

J
 

月
で
そ
の
任
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
二
年
間
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
 

ト
チ
ー
ム
の
活
動
を
ふ
り
か
え
り
、
そ
の
 

一
部
を
ご
報
告
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
 

ご
理
解
を
得
な
が
ら
「
第
二
次
ふ
る
さ
と
 

力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
 

ム
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
は
三
つ
の
委
員
 

会
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
与
え
ら
れ
 

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
、
そ
し
て
 

討
論
を
重
ね
、
そ
の
結
論
を
計
画
案
と
し
 

て
町
当
局
に
答
申
し
、
当
局
は
そ
の
計
画
 

を
事
業
と
し
て
施
行
し
、
既
に
完
成
し
た
 

も
の
も
あ
り
、
本
年
度
完
成
を
目
指
し
て
 

工
事
を
進
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
ら
は
、
町
内
の
至
る
所
で
見
ら
れ
 

る
案
内
板
・
学
習
板
等
の
設
置
、
ふ
れ
あ
い
 

塾
の
建
設
、
日
王
山
自
然
公
園
整
備
、
ふ
れ
 

あ
い
朝
市
の
開
設
な
ど
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
計
画
案
は
、
ま
と
ま
る
ま
で
 

に
は
無
報
酬
で
、
五
十
回
以
上
に
及
ぶ
夜
 

の
会
議
、
深
夜
に
及
ぶ
討
論
も
し
ば
し
ば
 

立
、
商
店
街
活
性
化
整
備
に
関
す
る
審
議
 

及
び
検
討
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

こ
の
度
、
「
第
二
次
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
 

づ
く
り
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
」
編
成
に
 

あ
た
り
第
一
次
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
藤
 

林
会
長
、
高
尾
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
が
「
ふ
 

れ
あ
い
塾
運
営
委
員
会
」
で
の
活
動
に
専
 

念
す
る
た
め
勇
退
さ
れ
、
新
に
私
が
会
長
 

に
、
イ
メ
ー
ジ
委
員
長
に
楠
木
慶
範
、
開
発
 

委
員
長
に
桑
野
裕
俊
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
 

長
に
吉
田
勝
蔵
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
新
体
 

制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

私
自
身
若
輩
者
で
す
が
チ
ー
ム
の
皆
さ
 

ん
の
強
力
な
ご
推
挙
に
よ
つ
て
一
期
二
年
 

間
、
会
長
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
住
 

金 山 文 雄 （保育園園長） 

松 山 範 昭 （商工業者） 

大 井 達 也 （郵便局職員） 

平 野 喜世子 （元小学校教諭） 

原 口 政 明 （役場職員） 

中 村 幸 二 （役場職員） 

中 尾 勉 武 （役場職員） 

高 橋 成 子 （役場職員） 

行
わ
れ
、
こ
の
よ
ー
つ
な
努
力
を
重
ね
ら
れ
 

た
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
各
委
員
と
た
く
 

さ
ん
の
ア
ド
パ
イ
ス
を
い
た
き
ま
し
た
学
 

識
経
験
者
や
先
輩
、
住
民
の
方
々
な
ど
全
 

町
民
が
作
り
上
げ
た
計
画
案
と
も
言
え
ま
 

す。 今
後
は
河
川
公
園
構
想
、
環
境
整
備
な
 

ど
た
く
さ
ん
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
い
づ
れ
に
し
 

ま
し
て
も
感
動
・
仲
良
し
・
大
好
き
を
キ
ー
 

ワ
ー
ド
に
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
 

け
た
「
第
二
次
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
 

く
り
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
こ
れ
か
 

ら
の
ご
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
と
共
に
、
 

住
民
の
皆
様
方
に
も
、
従
来
に
も
増
し
た
 

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

私
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
会
 

長
と
い
ー
つ
任
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
 

て
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
の
 

ご
努
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
」
」
 

支
援
・
ご
鞭
健
を
賜
り
ま
し
た
た
く
さ
ん
の
 

方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
 

す。 
民
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
鞭
鍵
の
ほ
ど
よ
 

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
今
後
日
王
山
自
然
公
園
建
設
実
 

施
計
画
、
河
川
利
用
計
画
、
ふ
れ
あ
い
広
 

場
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
建
設
計
画
策
定
 

の
ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
塾
を
中
心
と
し
た
「
人
 

づ
く
り
」
の
ソ
フ
ト
的
問
題
や
官
民
一
休
 

と
な
っ
て
商
工
業
・
農
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
 

な
ど
を
進
め
る
べ
く
各
諸
団
体
と
の
協
議
 

を
か
さ
ね
つ
つ
提
案
を
ま
と
め
町
執
行
部
 

へ
答
申
し
て
い
く
所
存
で
す
。
何
と
ぞ
官
 

民
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
ご
協
力
 

の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

(3) 1993年（平成5年）11月1日 
1993年（平成5年）11月1日（2 ) 



【ヘリフライト計画】 【簡易焼却炉のご案内】 

ノ＼リに乗ってみませんか？ 

鳥になって、空から金田を見てみませんか？ 

第3回「ふるさと力ナダふれあいフェスタ」 

金田町ヘリフライ卜計画 
1 1/6 （土）"-'-7（日）の「ふるさと力ナダふれあいフェスタ」で、総合会館横特設ヘリポートより金 

田町一周のハ、リコブターが飛び立ちます。 

時間は両日とも朝1〇時からタ方5時まで。料金は中学生以下お一人2,80〇円・大人3,80〇円、ただ 

し中学生以下は保護者同伴でないと乗れません。当日は混雑しますので前売り券（1 1/6 搭乗優先）をお 

求めください。 

普通じや見られない金田の顔を、鳥になってのぞいてみませんか？ 

［金田町ヘリフライ計画］実施要項 
●日 時】11 /6（土）"-'7（日）午前10時～午後3時 

●場 所】金田町黒尾 金田町総合会館前特設ヘリポート 

●料 金：1回3分金田町一周フライト 

大 人 一人3,800円 

子 供（3才～中学生）一人2,800円 

●注意事項】1回のフライトで5人乗れます。子供ばかりの搭乗は認められません。保護者の方がご同 

伴ください。 

当日は混乱が予想されます。11 /6 日フライトは前売券の乗客を優先させますのでなる 

べく前売券をお求めください。 

●問合せ先：金田町商工会「ヘリフライ実行委員会」事務局 陶山まで 冨22 - 1111 

花のある駅 

人見地区老人クラブ 

のみなさんいつも花 

のきれいな人見駅あ 

りがとう 

簡易焼却炉補助制度の活用をノ 
防
火
の
輪
 

つ
な
げ
て
 

広
げ
て
 

な
く
す
火
事
（
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 11 

月
9

日
ー
 15 

日） 

私たちはゴミのないクリーンな家庭、クリーンな町にしましよう。 
10月より 『簡易焼却炉補助金交付制度』がスタートしました。 

町が指定する焼却炉の価格に対しまして、最高15,000円を補助します。燃えるゴミの減量化のため、ぜひこの制度をご活 

用ください。 ※問合せ 福祉課環境衛生係 富22 - 6664 

1世帯につき1基とします。 

名称 容量 価格 補助金 自己負担金 

もえ炉50S 502 (30, 000) 
30. 900円 

15, 000 15. 900 

名称 容量 価格 補助金 自己負担金 

もえ炉80S 80 2 (47, 000) 
48.引0円 15, 000 33, 410 

全 高 160Gm 

本体高 60Gm 

煙突高 100Gm 

炉床面積 350×35Gm 

容 量 502 

重 量 42kg 

本体板厚 3.2m 

煙突材料・引抜鋼管 

5X100mm 

全 高 170Gm 

本体高 lOOm 

煙突高 100Gm 

炉床面積 400 x400m 

容 量 802 

重 量 49kg 

本体板厚 3.2m 

煙突材料・引抜鋼管 

5x100m 

酬つ0 

簡易ステージの購入と 
「水と灯火のタべ」 

開催について 

社会福祉協議会の 
活動状況について （そのD 

種々のイベントに利用する「簡 

易ステージの購入」 とふるさとの 

河川づく りをめざしたイベント 

「水と灯火のタべ」 の開催について 

は（財）地域活性化センターの支援 

によるものです。ありがとうござ 

います。 

今後とも「簡易ステージ」のより 

一層の有効利用を図り「水と灯火 

のタべ」 については今後とも継続 

されます。ご期待をク 

社会福祉協議会では町民のニーズに応えるため、いろいろな事業に取組んでい 

ます。 

昨年9月の福祉センター開設以来、福祉センター施設の利用度も高く順調であ 

ります。今後ともこの福祉センターを拠点とし、地域福祉向上のために、積極的 

な「誰れもが生き生きと安心して暮らせる明るい町づくり」をめざして住民の期 

待に応えるよう努めてまいりたいと思いますので社会福祉協議会へのご支援と 

ご協力の程をよろしくお願いいたします。 

＠社会福祉センターの運営管理 

このセンターは各種会議を始め、グループ研修にも利用でき、機能回復室など 

リハビリにも最適です。 そして大型のソーラーシステムの採用による省ェネ 

効果抜群、環境を守り、自然にやさしいエネルギーを活用したお風呂があり、 

食堂も完備し、また2階には最新鋭のカラオケ装置があり憩いの場として最適 

です。 

多くのご利用をお待ちしております。 

金能町より 

全国選抜ノ＼チャレンジ 

（次号へつづく） 

押忍、何かにチャレンジしていますか。実戦空手道錬心館では、厳しい稽 

古に耐えて、愛知県名古屋市で平成5年11月28日に開催される、第12回硬 

式空手道全国選抜優勝大会へ、小学4年の部、堀池孝幸君（左から6人目）と 

5年の部、井本善尊君（左から4人目）の2名（第20回’93年全九州空手道 

選手権大会にて、各クラスの部の優勝者）が出場します。精一杯稽古の成果 

を出し、目標を優勝においてチャレンジして来たいと思います。宜しくご 

声援を、お願い致します。 

魂
矯
舞
憲
鳶
 

ご
ざ
い
ま
し
た
／
ー
、
 

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
 

へ
ご
寄
付
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
こ
れ
ら
は
社
会
福
祉
事
業
 

（
お
年
寄
り
の
幸
せ
の
た
め
に
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障
害
者
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児
）
の
幸
せ
の
た
め
に
、
 

母
子
寡
婦
の
幸
せ
の
た
め
に
、
ボ
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
の
た
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に
、
そ
の
他
福
祉
の
充
実
）
に
有
 

意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す。 社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
犬
丸
 
瑞
穂
 

【
香
典
返
し
】
 

故
 
雷
我
 
タ
力
様
 

田
川
市
 
雷
我
 
高
元
様
 

故
 
米
家
 
半
治
様
 

新
 
町
 
米
家
 
素
直
様
 

【
ご
寄
付
】
 

黒
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片
山
マ
サ
子
様
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電
気
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た
く
機
 

新
町
三
 
荒
巻
電
器
様
 

ビ
ニ
ー
ル
袋
 

福
 
丸
 
木
下
ビ
ニ
ー
ル
 

工
場
様
 

町武道館にて、火、木曜日の 

17 : 30-'-19 【 30 まで稽古し 

ています。5才以上の健康な 

男女の方、汗を流してみませ 

んか。 

連絡先冨(22) 5824（自宅） 

役場水道課勤務 

堀 池 弘 幸 

聾
暑
署
署
署
磐
曇
署
磐
署
署
磐
菅
署
曇
曇
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署
署
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署
署
署
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静
署
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署
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曇
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【今月は何があるかな】 【今月は何があるかな】 
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議
・
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画
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づ
く
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日 曜日 時 間 場 所 催 し物・行事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

22 月
 

二 
小 学 校 振 替 休 日 金 田 小 学 校 22 一0061 小雪 

⑩
 

火
 

こ 勤 労 感 謝 の 日 農林水産祭 

24 水
 

10 : 00'-15 : 00 福祉セ ン タ ー 

研 修 室 

心 配 ご と 相 談 社会福祉協議会 22 一6631 二の酉 

25 木
 

13 : 30-14【 30 

神 崎保育所 

総 合 会 館 

会

査

 

大

診

 

も

康

 

い
健
 

き

民

 

焼

住

 

神 崎 保 育 所 

福祉課環境衛生係 

22 一3399 

22 一6664 

26 金
 

二 
全国火災 
予防デー 

27 土
 

9 】 00-13 : 00 

10 : 00-16 : 00 

堀 

田川総合体育館 

カ ナ ダ ふ れ あ い 朝 市 

土 曜 閉 庁 

田 川 地区産業 ま っ り 

産 業 労 働 課 

総務課庶務係 

産 業 労 働 課 

22 - 6665 

22 一0555 

22 - 6665 

⑩
 

ロ］ 
9 : 00-
9 : 00- : 

金田ふれあい 

スポーッ公園 

金 田 中学校 

武 道 館 

田川総合体育館 

田 川 郡 子 ど も の 集 い 

授業参観・音楽鑑賞 

武道館落成記念少年剣道大会 

（主催：金田町剣友会） 

田 川 地 区 産業 ま っ り 

社 会 教 育 課 

金 田 中 学 校 

社 会 教 育 課 

産 業 労 働 課 

22 一2200 

22 - 0136 

22 一2200 

22 一6665 

29 月
 

二 

30 火
 

8: 30-17 : 00 
8 】 30-47 : 00 

8 : 30-17 】 00 

役場会計係窓口 

役場会計係窓口 
役場会計係窓口 

固定資産税第4 期納期限 

10 月分水道料金納付期限 
国民健康保険税第5 期納期限 

税務課賦課係 
水道課業務係 
住民課国保年金係 

22 一0557 

22 - 6669 
22 - 6663 

1993年（平成5年）12月（師走［しわす］DECEMBE1 !) 

‘ー 

水 

広報『カナダ』12月号発行 企
 
画
 
開
 
発
 
課
 

22 一0556 歳末助け合 
し、運動 
映画の日 
鉄の記念日 

。乙 

木 

町 民 会 館 3
 
年
 
生
 
進
 
路
 
説
 
明
 
会
 
金
 
田
 
中
 
学
 
校
 

22 一0136 

 Jn

金 

二 

4ュ 

土 

9 : 00-13 : 00 堀 カ
 
ナ
 
ダ
 
ふ
 
れ
 
あ
 
い
 
朝
 
市
 

土
 
曜
 
閉
 
庁
 

産
 
業
 
労
 
働
 
課
 
総務課庶務係 

22 - 6665 
22 - 0555 

人権週間 

⑤ 
日 

こ 田
 
川
 
郡
 
駅
 
伝
 
大
 
会
 
社
 
会
 
教
 
育
 
課
 

22 - 2200 

h。 

月 

金 田 中 学校 2学期末考査（-8 日） 金
 
田
 
中
 
学
 
校
 

22 一0136 

［ー 

火 

大雪 

J 9 
り 9 

11月花だより（ご一緒にいかかですか） 

下旬 （未定） 役場企画開発課 チューリップ球根配布 役場職員活性化 
推 進 委 員 会 

局

課

 

発
 

務

開

 

画
 

事

企

 

h
。
 

《h
一
 

【hJ 0
 

一 

。

ノ

」

 2
 

11月フェスタ 

ハb 

[' 

13 : 00-21 : 00 

10 : 00-46 : 00 

町民会館・総合 

会館付近一帯 

ふる さ と カナダ 

ふれあし、フエスタ 
実 行 委 員 会 

事 務 局 

22 一2200 教育委員会 

社会教育課 

1993年（平成5年）11月（霜月［しもっき］NOVEMBER) 

日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

1
 

月
 8 : 30-17 : 00 

8 : 30-17 : 00 

金 田 小学校 

金 田 中 学校 

役場会計係窓口 

役場会計係窓口 

広報 『カナダ』11月号発行 

読書週 間 （-19 日 ） 

読書週 間 （~ 6 日 ） 

町県 民 税 第 3 期 納 期 

9 月分水道料金納せ期限 

企画開発課広報 

金 田 小 学 校 

金 田 中 学 校 

税務課賦課係 

水道課業務係 

22 一0556 

22 一0061 

22 - 0136 

22 -0557 

22 一6669 

2
 

火
 

14 : 10-- 金 田 小学校 4 年 生 親 子 会 金 田 小 学 校 22 一0061 

③
 

水
 

二 ‘ 文 化 の 日 
英彦山紅葉 

まっり 

4

ュ 
木
 

13 : 30-14 : 30 金 田 小学校 イ ンフルエンザ予防接種 福祉課環境衛生係 22 一6664 

5
 

金
 

豊前フルーッ 

ラ ン ド 

み か ん 狩 り 宝 見 保 育 園 22 一4435 

h
。

 
土
 

10: 30-
13: 00-21 : 00 

' ~ 

金田 小学校 

町民会館・総合会 
館付近一帯 

総合会館前広場 

音楽集会（120 周年記念） 

ふ る さ と カ ナ ダ 

ふれあ い フ エ ス タ 
カ ナ ダ S、れ あ い 朝 市 
土 曜 閉 庁 

金 田 小 学 校 

実 行 委 員 会 

産 業 労 働 課 
総務課庶務係 

22 - 0061 

22 - 2200 

22 - 6665 
22 一0555 

⑦
 

日
 

10 : 00-16 : 00 町民会館・総合会 
館付近一帯 

総合会館前広場 

ふ る さ と カ ナ ダ 

ふれあし、フ エ ス タ 

カ ナ ダ ふ れ あ い 朝 市 

ム「 

課
 

員
 

働
 

委
 

労
 

行
 

業
 

実
 

産
 

22 - 2200 

22 - 6665 

立冬 

8
 

月
 

広報『カナダ』12月号原稿締切日 企 画 開 発 課 22 一0556 

。
u
 

火
 

13 : 30-14 : 30 
14 : 00-' 

園
所
校
校
 

農
育
学
学
 

保
中
小
 

民
旨
l
l
 

I
崎
田
田
 

町
神
金
金
 

い も 堀 り 大 会 
い も 堀 り 大 会 
インフルエンザ予防接種（2回目） 
5 年 生 親 子 会 

金 田 保 育 園 

神 崎 保 育 所 
福祉課環境衛生係 

金 田 小 学 校 

22 一0435 
22 - 3399 
22 - 6664 

22 - 0061 

10 水
 

13 : 00-17 : 00 役場2階議事堂 金 田 町 農 業 委 員 会 産 業 労 働 課 22 - 6665 

11 木
 13 : 30-'-14 : 30 

総 合 会 館 
豊前7ルーッラソド 

町 民 会 館 

老 人 大 学 閉 講 式 
み か ん 狩 り 
イ ンフルエンザ予防接種 

社 会 教 育 課 
かみかなだ保育園 
福祉課環境衛生係 

22 一2200 

22 一3653 
22 一6664 

12 金
 

9 : 00-10 : 00 役場福祉課窓口 補 聴 器 相 談 

遠 足 

福祉課環境衛生係 

金 田 小 学 校 

22 一6664 
22 一0061 

一の酉 

13 土
 

9 : 00---13: 00 堀 カ ナ ダ S、れ あ い 朝市 
土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 

総務課庶務係 

22 一6665 

22 一0555 

⑩
 

日
 

こ 金田ふれあい 
スポーッ公園 

金 田 町子 ど も 会 
グラウンドゴルフ大会 

社 会 教 育 課 22 一2200 

15 月
 

二 
七五三祝 

16 火
 

13 : 30-'-14 : 30 町 民 会 館 ポリオ（小児マヒ）予防接種 福祉課環境衛生係 22 - 6664 

17 水
 

9 】 00'--12 】 00 

10 : 00-
館
園
 

会
育
 

保
 

ム
口
田
 

総
金
 

成 人 病 予 防 教 室 

観 劇 フ ア ン タ ジ ア 

福祉課環境衛生係 

金 田 保 育 園 

22 - 6664 

22 一0435 

18 木
 

13 : 30-14 : 30 
金 田 消 防署 
町 民 会 館 

見 学 ・ 感 謝 の 集 い 

三種混合（DPT）予防接種 

神 崎 保 育 所 
福祉課環境衛生係 

22 一3399 

22 - 6664 

19 金
 

10 : 00-li : 00 役場2階集会室 乳 児 相 談 福祉課環境衛生係 22 一6664 一茶忌 

20 土
 

9 : 00-13 : 00 川
署
 

防
 

消
 

田
 

堀
金
 

市
い
庁
 

朝
集
 

い
の
 

あ
謝
閉
 

1
感
 

け
・
 

ふ
学
曜
 

ダ
見
 

ナ
防
 

カ
消
土
 

産 業 労 働 課 
金 田 保 育 園 
総務課庶務係 

22 - 6665 

22 一0435 

22 一0555 

②
 

日
 

: ~ : 

8: 40-' 

金田ふれあい 
スポーッ公園 

金田小学校 

金 田 町 婦 人 会 
グラウ ン ドゴルフ大会 

授業参観・懇談会・バザー 

社 会 教 育 課 

金 田 小 学 校 

22 - 2200 

22 -0061 

ー
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ナ
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づ

く
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査

・
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議

・
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施
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画

書

づ

く

り

→

 
※ ご注意ください。 網かけの日 （毎週土・日曜日と祝祭日）は、すべて役場が休みの日です。 
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【お知らせ】 

平
成
5
年
度
個
人
事
業
税
第
2

期
の
納
期
限
は
、
 11 

月
 30 

日
で
す
（
田
川
県
税
事
務
所
冨
 44 

1
8
1
1
1
) 

[119番の日 
消防庁舎一般公開週間」 

11月9日は「119番の日」です。 

この日を記念して消防に対する理解 

を深め、防火、防災意識の高揚を図 

っています。 

田川准看護婦（士） 

学生募集 

ざわやか君 

＠日 時】n月5日（金）~n日（木） 

午前9時～午後5時まで 

＠場 所】田川地区消防本部庁舎 

（田川市大字川宮1570) 

⑥行事名【 r119番の日 

消防庁舎一般公開週間」 

⑥内 容】消防庁舎施設見学 

緊急情報システム紹介 

防災展示コーナーでの防 

災体験 

⑥お問い合せ 

冨 44 - 0650内線304 

担当 総務課企画広報係 

☆募集人員 5〇名（男子若干名） 

☆受験資格 中学卒業（見込）以上 

（生年月日昭和29年4月2日 

以降の者） 

☆試験科目 国語、数学（中学程度） 

健康診断、面接 

☆教育年限 2 年 

☆試験期日 平成6年1月23日（日） 

☆試験場 田川看護高等専修学校 

☆願書申込み（お問い合せ先） 

田川看護高等専修学校 

〒 825 

田川市大字伊田5017番地1 

冨42一3267 

ワープロ技能3級・4級 
検 定 試 験 

日 時 12月5日（日） 

4級 午前10時開始 

3級 午後1時開始 

申込場所 

田川商工会議所（冨44 一3150) 

試験場 

田川農林高校 （冨42 一3305) 

申込期間 

10月25日（月）~11月10日（水） 

受験料 4級 3,000円 

3級 6,000円 

職業訓練 

（身体障害者手帳及び 

手療育帳所持者） 

の応募について 
＠応募資格 

※義務教育修了及び高卒程度（平 

成6年3月卒業見込をふくむ）、 

またはこれと同等以上の学力を 

有する身体障害者で技能修得の 

うえ就職を希望する人 

※障害の症状が固定し、伝染性疾 

患がなく、介護を要せず、終了後 

就業の意志がある人 

、毒篇I 
’ プ ク っ 
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第4回福岡県 

青少年環境フォーラム 

＝県民みんなで育てよう青少年＝ 。
 

※詳細については 

田川商工会議所まで 

巡回婦人相談 

⑥募集期間 

平成5年1〇月1日（金） 

平成6年1月31日（月） 

＠お問い合せ 

公共職業安定所 冨44一〇291 

福祉事務所 冒44一81 1 1 

⑥期 日 11月24日（水） 

＠会 場 飯塚市文化会館大ホール 

（イイヅカコスモスコモン） 

容 0948一21一0505 

無料です。あなたの秘密は必ずお 

守りします、なんでもお気軽にご相 

談下さい。 
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シ嘱轟議寿」 
g あなた 名前 なに？ 覚える g 
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と き】11月25日（木） 

午前10時～午後3時まで 

ところ：田川市大字伊田字松原通 

福岡県田川総合庁舎 

第4会議室（4階） 
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国民年金の加入手続きはお済みですか？ 

国民年金は、すべての人に共通の基礎年金を支給することにより、老後や障害者になった 

ときなどの保障を行うことを目的とした制度です。国内に住んでいる20歳から60歳までの 

方は、つぎのいずれかの被保険者としてすべて加入することが義務づけられています。 

第2号被保険 
者の被扶養配 
偶者で、20歳 
以上60歳未満 
の人。 

第3 号被保険者 

厚生年金保険 
（会社員）や共 
済組合（公務 
員）に加入して 
いる人。 

第2 号被保険者 第1 号被保険者 

20歳以上60 
歳未満で、第2 
号、第3号被 
保険者以外の 

人。 
（農業・漁業・ 
商業などの自 
営業の人や学 
生・無職の人。） 

基礎年金を受けるための資格は、第1号・第2号・第3号被保険者として加入した期間（保険料を納めた期間）をすべて 

合わせて計算します。 

また、厚生年金保険や共済組合の年金は、基礎年金を受ける資格があれば受けられますが、もし、国民年金の加入手続き 

をしないまま、将来、厚生年金保険などに加入した場合、期間が足りずに、基礎年金及び厚生年金保険などの年金が受けら 

れないことがあります。 

したがって、国民年金の加入手続きをし、保険料をきちんと納めていくことが、将来、年金を受けるために大切なことで 

す。 

皿嗣 田 肩晒 邸弛回 

て） ） ト 

扶養親族等申告書が送られた方は、 

正しくご記入のうえ必ず期限までに提出してくださし 
〇老齢を理由とする年金には税金がかかりますので、年金額によっては年金の支払の都度、源泉 

徴収される場合があります。 

（国民年金からの老齢年金の場合は現在該当がありません。また障害年金、遺族年金には税金 

がかかりませんので、申告書は送られません。） 

〇毎年、11月に社会保険庁（社会保険業務センター）から、老齢年金受給者のうち所得税が源泉 

徴収される方には、申告書のハガキと記入の仕方を説明した申告の手引が送られますので、手 

引をよく読んで記入してください。 

〇この申告書は平成6年1月から12月までの1年間に受けとる年金から所得税を源泉徴収される 

際に、所得控除を受けるための大 

切な届け出です。 

〇申告書を提出されませんと、受け 

とる年金額の7-5 パーセントが源 

泉徴収されますので、ご注意くだ 

さい。 

〇申告書の書き方など、わからない 

ことがありましたら、お近くの社 

会保険事務所にお尋ねください。 

J 
J 

' f 
「 

一
税
務
署
 

 ，
 

‘
 

税 

匠呈率」
源泉徴収票 

の 送 付 

I 
受給者全員 

支 払 年 金 額 

所得税の源泉徴収税額 

〔支払金額一各撞控除額） 
×税率 

年金の差弓反払顧 

所得税顧を除いた額 

扶養親族等申告書 

（はがき の提出 

提出期限；12月3日 

f* 

+

扶養翠財呈等申告書 

（はがさ）の送付 

，年：11月中旬 

老齢年金受給者のうら、源泉徴収がされる方 

受け取る年金額が105万円以上（55歳以上の方は、175万円以上）の方 

老 齢 年 金 受 給 者

源泉徴収と税金の支払いのしくみ 

社 会 保 険 庁（社会保険業務センター） 

' 
「年金受給者の 
ための扶善親』互 
等申告の手引」 

を同封します。 

「記入方法二 
Lの説明昌 I

4
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⑥1 1月2日（火） 

午後6時～ 

炭坑節力ーニバル前夜祭 

ところ 石炭記念公園グランド 

@1 1月2日（火）'-'-'28日（日） 

近代絵画の流れ展 

ところ 田川市美術館 

@1 1月3日（水） 

午前9時～ 

田川市制施行5〇周年記念式典 

ところ 田川文化センター 

⑥11月3日（水） 

午後12時30分 

まつり田川’93炭坑節力ーニパル 

炭坑節総おどり競演会 

ところ 田川南大通り 

後藤寺商店街 

⑥11月5日（金）'-'-'7日（日） 

田川大菊花展 

ところ 田川文化センター 

⑥11月7日（月） 

午後1時～ 

バレーボール招待試合 

「新日鉄」対「JTJ 

入場料一般500円中学生以下200円 

⑥11月17日（水）'-'-'12月15日（水） 

石炭資料館特別展 

「修験の山英彦山」 

英彦山の国宝・重要文化財を展示 

入場料ー般 200円 高校生100円 

小・中生50円 

@11 月27日（土）・28日（日） 

'93田川地区産業まつり 

ところ 田川総合体育館 

@1 1月6日（土）・7日（日） 

町民まつり 
ところ 中央公民館 

町民体育館他 

⑥11月14日（日） 

午前l0時～ 

子ども駅伝大会 

ところ 町民グランド 

⑥11月13日（土）'-'21（日） 

九州の陶芸上野焼と 

遠州ゆかりの諸窯展 

ところ NHK 福岡放送センター 

⑨11月13日（土） 

午前1〇時～ 

陶芸教室（会費300〇円） 

ところ 上野焼各窯元 

⑥11月20日（土）・21日（日） 

午前l0時～ 

陶芸まつり 

ところ 上野焼各窯元 

田 象 
11月の主な行事 

【全国版】 

⑥11月6日（土）・7日（日） 

6 日午後1時～ 

7 日午前9時～ 

町民文化祭・健康フェスティバル 

ところ 文化福祉総合会館他 

@1 1月14日（日） 

午前1〇時～ 

平和まつり 

ところ 文化福祉総合会館他 

⑥1 1月21日（日） 

午前1〇時ヘノ 

町民ジョギング大会 

ところ 町民グランド周辺 

お層 

鼠留 

.J 

) 
⑥11月20日（土）・21日（日） 

第18回赤村文化祭 

ところ 住民センター 

田 冠 

⑨11月3日（水）・4日（木） 

大任町文化祭 

ところ 大任町公民館 

@11 月27日（土） 

午後6時ヘノ 

婦人バレーボール大会 

ところ B &G 海洋センター 

⑥1 1月23日（火） 

午前9時～ 

町民歩け歩け大会 

@1 1月6日（土）・7日（日） 

わくわくオークランド 

ところ 金の原道路十文字 

@1 1月6日（土）・7日（日） 

午前9時から 

総合文化祭 

ところ オークホール 

@1 1月7日（日） 

午前8時3〇分～ 

グランドゴルフ大会 

ところ そえだサン・スポーツランド 

⑥11月21日（日） 

午前8時3〇分～ 

子ども会駅伝大会 

ところ そえだサン・スポーツランド 

卿圏回 
@11 月6日（土）・7日（日） 

川崎町文化祭 

ところ 勤労青少年ホーム他 

⑥11月14日（日） 

午前1〇時30分スタート 

町民走ろう大会 

ところ 役場玄関前 

⑥11月21日（日） 

午前9時～ 

BG ボール大会 

ところ B &G 海洋センター 

@11 月28日（日） 

町民バドミントン大会 

ところ 町民会館 

1日（月）灯台記念日 

政府刊行物普及月間 

下請取引適正化推進月間 

全国青少年健全育成強調月間 

てんかん制圧月間 

JAS普及推進月間 

伝統工芸品月間 

組織化促進強化月間 

ゆとり創造月間 

職業能力開発促進月間 

建設雇用改善推進月間 

教育・文化週間（-7日） 

文化財保護強調週間（-7日） 

下水汚泥資源利用旬間（- 10日） 

海上公害時犯ー斉取締り（-10日） 

自衛隊記念日 

3日（水）文化の日 

文化勲章伝達式 

4日（木） 

ユネスコ憲章記念日 

7日（日） 

全国豊かな海づくり大会 

（愛知県伊予市森漁港で） 

8日（月）世界都市計画の日 

全国糖尿病週間（-14日） 

9日（火）119番の日 

秋の全国火災予防運動（--15日） 

太陽暦採用記念日 

10日（水）技能の日 

全国統計大会（山形県上山市で） 

11日（木）世界平和記念日 

税を知る週間（-17日） 

21日（日） 

ハイビジョン・ウィーク（-27日） 

最低賃金周知旬間（-30日） 

23日（火） 

勤労感謝の日 

25日（木） 

ハイビジョンの日 

27日（土） 

更生保護法記念日 

認日（日） 

税関記念日 

30日（火） 

所得税の予定納税の第二期分の納期限 

金
田
町
 
来
年
4
月
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
塾
」
が
は
じ
ま
る
よ
ノ
 
み
ん
な
遊
び
に
お
い
で
よ
。
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老人女子優勝／神崎二公民館 

一般女子優勝／一区公民館 

ー般女子準優勝／商工会婦人部 
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老人男子優勝／四区公民館 

―般男子優勝／一区公民館 

J
 J

 

ー般男子準優勝／宝見公民館 

編
集
後
糾
費
ロ
 

章
駄
天
走
り
 

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
 

あ
ち
こ
ち
の
運
動
会
で
、
小
さ
な
 

い
 
た
 
て
 
ん
 

「
章
駄
天
」
が
活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
 

ま
し
た
。
足
の
非
常
に
速
い
人
を
意
 

味
す
る
こ
の
「
章
駄
天
」
は
、
仏
法
の
 

守
護
神
の
名
前
か
ら
き
た
言
葉
で
し
 

た。 仏
・
法
・
僧
を
守
る
「
四
天
王
」
と
 

じ
・
」
く
て
ん
 

い
え
ば
、
東
方
の
持
国
天
、
南
方
の
 

ぞ
う
じ
ょ
う
て
ん
 

一
」
う
も
く
て
ん
 

増
長
天
、
西
方
の
広
目
天
、
北
方
の
 

た

も

ん

て

ん

 

び

し

，

し

ん

て

ん

 

多
聞
天
（
毘
沙
門
天
）
を
さ
し
ま
す
 

が
、
章
駄
天
は
、
増
長
天
に
属
す
る
 

八
将
軍
の
一
人
で
す
。
章
駄
天
は
、
 

四
天
王
そ
れ
ぞ
れ
の
八
将
軍
を
合
わ
 

せ
た
三
十
二
将
軍
の
長
で
も
あ
り
ま
 

す。 章
駄
天
の
姿
は
甲
胃
に
身
を
固
 

め
、
合
掌
し
た
両
腕
で
宝
剣
を
保
持
 

し
て
い
ま
す
。
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
 

ド
で
駆
け
て
邪
悪
を
追
い
払
う
と
こ
 

ろ
か
ら
、
足
の
速
い
人
を
「
章
駄
天
」
 

非
常
に
速
く
駆
け
る
こ
と
を
「
章
駄
 

天
走
り
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た。 イ
ン
ド
に
捷
疾
鬼
と
い
う
素
晴
ら
 

ぷ
っ
し
．
 

し
く
足
の
速
い
魔
神
が
い
て
、
仏
舎
 

り
 

し

ゃ

 
か
 

利
（
釈
迦
の
遺
骨
）
を
盗
み
去
っ
た
 

と
き
、
章
駄
天
が
あ
と
を
追
い
か
け
 

て
い
っ
て
、
取
り
戻
し
た
と
い
う
伝
 

説
が
あ
り
ま
す
。
 

章
駄
天
は
、
駆
け
っ
こ
の
勝
利
者
 

第
一
号
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
ね
。
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